
 

 

  
22001122 年年度度日日本本学学生生支支援援機機構構奨奨学学金金・・法法政政大大学学独独自自のの奨奨学学金金  

出出願願ののててびびきき（（大大学学院院生生用用））  

  

        法政大学 
 

奨奨学学金金出出願願日日程程（（日日本本学学生生支支援援機機構構・・大大学学独独自自のの奨奨学学金金共共通通））  
  

指定日に出願できない場合は必ず事前にお問い合わせください! 

対     象 

出 願 （ 面 談 ）受 付 

日  時 場  所 

人文科学研究科 

国際文化研究科 

社会科学研究科 

経済学研究科 

法学研究科 

政治学研究科 

社会学研究科 

経営学研究科 

政策科学研究科 

環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究科 

政策創造研究科 

公共政策研究科 

法務研究科 

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究科 

ﾃﾞｻﾞｲﾝ工学研究科 

４月１１日（水）～１３日（金） 

 

各日とも  ９:３０～１６:３０ 

 

研究出張等で上記期間に来校できない方は、 

必ず 10 日（火）17：00 までに 

学生センター厚生課（03-3264-9488）で 

指示を受けてください。 

（市ヶ谷キャンパス） 

教職員食堂 

（５８年館２階） 

人間社会研究科 

４月１６日（月）～１７日（火） 

 

各日とも  ９:００～１１:３０ 

１２:３０～１７:００ 

（多摩キャンパス） 

学生センター 

多摩学生生活課 

（EGG DOME ２階） 

工学研究科 

情報科学研究科 

４月１１日（水）～１３日（金） 

 

各日とも  ９:３０～１１:３０ 

１２:３０～１６:３０ 

（小金井キャンパス） 

管理棟２階会議室 

（学生生活課隣接） 

 

１．提出書類についての質問は、各キャンパスの担当窓口（裏表紙参照）で随時受け付けています。 

２．外国人留学生で法政大学大学院奨学金・法政大学１００周年記念大学院特別奨学金の出願をする場 

合も上記日程で受付します（外国人留学生は、日本学生支援機構奨学金の出願はできません）。 

３．申込書等の書類に記入された個人情報は、奨学金の選考に必要な資格の審査確認にのみ使用します。 



  

返返還還猶猶予予のの手手続続ににつついいてて  

  

 

 ２０１１年度以前の日本学生支援機構奨学生で、下記に該当する方は、支援機構所定の「在学届」

を下記期限までに各キャンパス担当窓口へ必ず提出してください。「在学届」の提出により、在学中

の返還が猶予されます。 

  「在学届」は、以前在学していた学校で貸与終了時に受け取った「返還のてびき」に綴られていま

す。 

 

対 象 者 
１．高校・大学時代に日本学生支援機構（旧 日本育英会）奨学生だった方 

２．卒業（修了）保留者で日本学生支援機構（旧 日本育英会）奨学生だった方 

提出期限 ２０１２年４月２３日（月）    １７：００まで 
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奨学金を希望する方へ 

  法政大学が取り扱っている大学院生を対象とする奨学金には、①日本学生支援機構奨学金、②法政

大学大学院奨学金・法政大学 100 周年記念大学院特別奨学金など大学独自の奨学金、③民間奨学財団

奨学金 などの各種奨学金があります。いずれの奨学金も、人物・学業成績等が優秀で、経済的理由

によって修学が困難な大学院生に対し、給付または貸与により、勉学に専念し、高度な専門性を身に

付け、将来有為な社会人として活躍できる人材を育成するために設けられているものです。 

この冊子には、それぞれの奨学金について出願から採用・支給までに関することを中心に記載して

います。出願にあたっては、それぞれの奨学金の趣旨をよく理解した上で、各自が在学中に要する経

費、家族からの援助など、生活設計を十分考慮して申し込みを行ってください。 

なお、申込書類の作成にあたっては、本冊子および日本学生支援機構奨学金案内をよく見て、記入

してください。また、添付書類に不備のないよう十分注意してください。 

 

※ この冊子で取り扱っている奨学金以外の奨学金は巻末に一覧表を掲載しています。各奨学金の詳細

は、各キャンパスの担当窓口にお問合せください。 

※※  日本学生支援機構奨学金と大学独自の奨学金は併給可能です。その他の奨学金との併給可否は各募

集要項等で確認してください。  
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✐ 出願から採用まで（フローチャート） 

 

       

日本学生支援機構奨学金 

≪貸与型≫ 

 
①法政大学大学院奨学金 

②法政大学 100周年記念 

大学院特別奨学金 

≪給付型≫ 

   

   4月中旬 各研究科の出願日程を確認すること         4月中旬  各研究科の出願日程を確認すること 

出願受付（面接） 
※インターネット申込み用 

「ID・パスワード」交付 

 出願受付（面接） 

                                                 

出願受付日～4月下旬                                                          

                               

                                 

                                    

       

5 月                          5月               

選考基準に基づき 

書類審査 

 

大学院委員会・専門職大学院 

運営委員会において選考 

 

大学から日本学生支援機構へ推薦 

 

選考基準に基づき 

書類審査 

                                                                             

   6月上～中旬                      6月 

日本学生支援機構での選考 

 

採否発表・奨学金振込み 
※ 採否通知発送は 6月上旬、採用者への奨学金

振込みは 6月 11日の予定です。 

 

大学院委員会・専門職大学院 

運営委員会において選考 

                              

7 月中旬                       7 月中旬 

返還誓約書作成・提出 
（未提出の場合は採用取消となります） 

 

採否発表・奨学金振込み 

 
 

 

（注１）法政大学大学院奨学金および法政大学 100 周年記念大学院特別奨学金の採用者は、年度末に、

指導教員（指導教員が決定していない場合は専攻主任）に研究成果報告書を提出していただきま

す。詳細は採用決定者に別途通知します。 

（注２）専門職大学院イノベーション・マネジメント専攻の方は、法政大学大学院奨学金・法政大学 100

周年記念大学院特別奨学金の選考時期が上記とは異なり、採否通知・奨学金振込みは 2013 年 3

月になる予定です。 

出願者による 

インターネットでの申込み 
（「スカラネット」の入力） 
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✐ 奨学金概要および出願について 

 

奨学金には貸与型（返還の義務があるもの）と給付型（返還が不要なもの）があります。この冊子では

「Ⅰ．日本学生支援機構奨学金（貸与型）」および「Ⅱ．法政大学大学院奨学金・法政大学 100 周年記念

大学院特別奨学金（給付型）」の出願について詳しく説明します。その他の奨学金については１４～１５ペ

ージに一覧表を掲載していますので、そちらを参照してください。 

 

Ⅰ．日本学生支援機構奨学金（貸与型） 

１．奨学金の概要 

日本学生支援機構奨学金とは、国の育英奨学事業として独立行政法人日本学生支援機構により運営され

ている奨学金です。この奨学金は貸与型で、無利子貸与の「第一種奨学金」と有利子貸与の「第二種奨学

金」の二種類があります。いずれも修了後に返還の義務があります。詳細は同封の日本学生支援機構奨学

金案内「奨学金を希望する皆さんへ」や日本学生支援機構ホームページ（http://www.jasso.go.jp/）を

ご覧ください。 

≪貸与額≫ 

 

【入学時特別増額貸与（有利子貸与）の貸与基準】 

第一種奨学金または４月貸与始期の第二種奨学金を申し込む新入生に限り申請できる奨学金です。 

ただし下記のいずれかを満たす方に限ります。 

（ａ）奨学金申請時の収入金額（本人の定職収入の他、アルバイト収入、奨学金、父母からの援助、預金 

の取り崩し等を含んだ金額）が 120万円以下の方 

（ｂ）（ａ）以外の方で、日本政策金融公庫の『国の教育ローン』に申請したが、融資を受けられなかった 

方。この場合、以下の①と②の書類の提出が必要なので、必ず教育ローンの申し込みをしておいてく 

ださい。その他にも提出していただく書類がありますので、詳細はお問い合わせください。 

① 日本政策金融公庫の『国の教育ローン』借入申込書のコピー 

② 融資できない旨が記載された公庫発行の通知文コピー 

期間 対象学年 種類 貸与月額 

修
了
ま
で
の
最
短
修
業
年
限 

修士課程 

および 

専門職課程 

第一種 

（無利子） 
5万円 ・ 8万 8千円の中から選択できます。 

第二種 

（有利子） 

法務研究科 
5万・8万・10万・13万・15万・ 

19万・22万の中から選択できます。 

法務研究科 

以   外 

5万・8万・10万・13万・15万の 

中から選択できます。 

博士後期課程 

第一種 

（無利子） 
8万円 ・ 12 万 2千円の中から選択できます。 

第二種 

（有利子） 
5万・8万・10万・13万・15万の中から選択できます。 

入
学
時
の
み 

入学時特別増額貸与（有利子） 

（新入生のみ対象） 

【重要】この奨学金の利子は、基本月

額に係る利率に 0.2％上乗せした利率

になります。 

10万・20万・30万・40 万・50万の中から選択でき

ます（有利子貸与）。 

下記【入学時特別増額貸与（有利子貸与）の貸与基準】 

をよく読んでください。 
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２．出願資格・出願についての注意事項 

（ａ）以下の①②③④に該当する場合は出願資格がありません。 

① 最短修業年限を超えて在学する者（長期履修3 年目・4 年目の方は第二種にのみ出願できます） 

② 外国人留学生 

③ 原則として、2011 年の出願者本人および配偶者（定職収入がある場合）の総収入金額（【提出

書類Ｃ】2011 年の収入実績申告書の総額）が、下記の収入基準を超える場合。ただし、2011

年と2012 年の収入が大幅に異なる場合は、2012 年収入（【提出書類Ｄ】2012 年の収入見込

み申告書の総額）を適用します。 

 第一種奨学金（無利子） 第二種奨学金（有利子） 

修士・専門職課程 374 万円 536 万円 

博士後期課程 425 万円 718 万円 

④ 前籍の大学院で、第一種奨学金を修業年限の全期間貸与を受けて満期になった方で、本学大学院

の同課程に再入学した方は、第一種奨学金に出願することはできません（第二種は可） 

（ｂ）本学では、多くの学生が奨学金を受給できるように、「第一種」「第二種」の併給は、原則として

認めていません。ただし、特別な理由があり、希望する場合には出願時に奨学金担当窓口に申し

出てください。 

（ｃ）貸与始期は、第一種採用者は 4月、第二種採用者は 4～9月の間で本人が希望する月からです（第

二種で開始月 4・5月の希望者は、初回振込日に、月額×遡った月数分が振り込まれます）。 

 

３．出願日程および出願から奨学金を受けるまで 

出願日程は、下記のとおりです。日本学生支援機構奨学金の募集は毎年４月の定期採用のみです。 

二次募集はありませんので、希望者は必ず今回の募集時に出願してください。 

【出願日程】＊出願場所や受付時間は研究科によって異なります。本冊子表紙で確認してください。 

対象研究科 出願日程 

下記（人間社会研究科・工学研究科・ 

情報科学研究科）以外の研究科 

４月１１日（水）～１３日（金） 

研究出張等で上記期間に来校できない方は、必ず 10 日（火）17：00 までに

学生センター厚生課（03-3264-9488）で指示を受けてください。 

人間社会研究科 ４月１６日（月）～１７日（火） 

工学研究科・情報科学研究科 ４月１１日（水）～１３日（金） 

【出願から奨学金受給までの手順】 

（ａ）出願締切日までに必要な書類を整え各キャンパスの出願場所に提出してください（出願書類は８

ページ参照）。出願時に提出書類の記載内容について質問（面接）します。予めご了承ください。 

（ｂ）出願書類確認後、インターネット申込み用（「スカラネット」用）の「ユーザＩＤ」「パスワード」

を交付しますので、指定された期日までに、各自でインターネットによる申込み（入力作業）を

行ってください。大学に出願書類を提出しても、指定の期日までにインターネットによる申込み

を完了しないと出願したことになりません（出願辞退として取り扱います）。注意してください。 

（ｃ）採否結果発表および採用者への初回振り込みは6 月11 日です。以降の振込日は、5 ページの「５．

採用後の振込日について」を参照してください。各月の振込日は、「奨学生証」と一緒に配付され

る「奨学生のしおり(冊子)」でも確認できます。各自で指定口座の通帳記帳などにより入金を確認

してください。各月の振込通知等はありません。 



5 

（ｄ）採用者は採用後「返還誓約書」の提出が義務付けられています。「返還誓約書」を指定の期日まで

に不備なく提出できなかった場合は採用が取り消されます（振込済みの奨学金は全額戻入してい

ただきます）。特に人的保証の場合には、連帯保証人および保証人それぞれの自筆の署名と「印鑑

証明書」の提出が必要になります。連帯保証人および保証人の承諾が得られず、返還誓約書が完

成しない場合も、採用取消となります。申請時に、連帯保証人・保証人の了承が得られない場合

は、機関保証を選択してください。採用後の保証変更（人的保証から機関保証への変更）は、ス

カラネット入力から返還誓約書提出までの間にやむを得ない事情が発生した場合に限って認めら

れます。やむを得ない事情とは、連帯保証人または保証人が死亡、行方不明または意識不明にな

った場合です。この場合は、貸与始期に遡り、一括による保証料の支払いが必要になります。な

お、採用後に機関保証から人的保証へ変更することはできません。 

（ｅ）採用された場合、満期者（当該年度修了見込みの者等）以外の奨学生全員は、毎年１２月下旬に

日本学生支援機構作成の「貸与額通知書」と奨学金継続手続き書類を受け取り、指定された期間

中に翌年度の奨学金継続希望の有無についてｗｅｂ入力（送信）しなければなりません。この手

続きを怠ると、奨学生の資格を喪失し、廃止となります。 

 

４．優れた業績による返還免除について 

 大学院において第一種奨学金の貸与を受け、2012 年度中に貸与が終了する学生のうち、在学中に特に

優れた業績をあげた者として日本学生支援機構が認定した場合には、奨学金の全額または半額の返還が免

除される制度があります。研究分野での顕著な成果や発明・発見のほか、専攻分野に関連した文化・芸術・

スポーツにおけるめざましい活躍、専攻分野に関連したボランティア等での顕著な社会貢献等も業績の対

象となります。詳細は12 月頃に掲示でお知らせします（予定）。 

 

５．採用後の振込日について 

 今年度採用になった方の初回振込日は 6 月 11 日（月）です。初回振込日には月額×遡った月数分が振

込まれます。 

月 振込日 月 振込日 月 振込日 

4 月※ 4 月 20日（金） 8 月 8 月 10日（金） 12月 12月 11日（火） 

5 月※ 5 月 16日（水） 9 月 9 月 11日（火） 1 月 1 月 11日（金） 

6 月 6 月 11日（月） 10月 10月 11日（木） 2 月※ 2 月 8 日（金） 

7 月 7 月 11日（水） 11月 11月  9日（金） 3 月 3 月 8 日（金） 

※ 採用年度の4-5 月は振込がありません。 

※ 修了(満期)予定者の3 月分は2 月振込日に2 月分と同時に振り込まれます。 
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Ⅱ．法政大学大学院奨学金（給付型） 

法政大学100 周年記念大学院特別奨学金（給付型） 
 

 １．奨学金の概要 

法政大学大学院奨学金および法政大学 100 周年記念大学院特別奨学金は本学独自の奨学金制度です。この

奨学金は給付型で、返還の必要がありません。ただし、この奨学金の給付を受けた後、当該年度中に休学・

退学・除籍等となった場合には、全額または一部の返還の義務が生じます。 

採用は 1年間（給付は年 1 回）で、過年度の出願有無・選考結果を問わず毎年出願できます。 

≪給付額および採用数≫ 

種  類 選  考  方  法  給付年額 採用数 

法政大学大学院奨学金 

学業成績・人物ともに優れている者

のうちから修学上経済的援助が必要

と認められる者を選考します。 

２０万円 １２２名 

法政大学100 周年記念 

大学院特別奨学金 

学業成績・人物ともに極めて優れて

いる者のうちから修学上経済的援助

が必要と認められる者を選考しま

す。 

工学研究科・情報科学研究

科・ｼｽﾃﾑﾃﾞｻﾞｲﾝ研究科・ﾃﾞ

ｻﾞｲﾝ工学研究科： 

４５万円 ３７名 

   上記以外の研究科：   

３０万円 

 

２．出願資格・出願についての注意事項 

（ａ）外国人留学生も出願できます（ただし国費外国人留学生を除く）。 

（ｂ）当該年度の年間休学者は出願資格がありません。半期休学の場合は半額支給になります。 

（ｃ）法政大学大学院奨学金については、最短修業年限を超えて在学する者（長期履修３年目以降の方

やオーバードクターなど）は選考対象となりません（法政大学100 周年記念大学院特別奨学金は

選考対象となります）。 

（ｄ）法政大学大学院奨学金・法政大学100 周年記念大学院特別奨学金の出願・提出書類は同一 

   であり、法政大学100 周年記念大学院特別奨学金を第一希望とみなします。 

 

３．出願日程 

出願日程は、下記のとおりです。二次募集はありません。 

【出願日程】＊出願場所や受付時間は研究科によって異なります。本冊子表紙で確認してください。 

対象研究科 出願日程 

下記（人間社会研究科・工学研究科・ 

情報科学研究科）以外の研究科 

４月１１日（水）～１３日（金） 

研究出張等で上記期間に来校できない方は、必ず 10 日（火）17：00 までに

学生センター厚生課（03-3264-9488）で指示を受けてください。 

人間社会研究科 ４月１６日（月）～１７日（火） 

工学研究科・情報科学研究科 ４月１１日（水）～１３日（金） 

【出願から奨学金受給までの手順】 

（ａ）出願締切日までに必要な書類を整え各キャンパスの出願場所に提出してください（出願書類は８ペ

ージ参照）。出願時に提出書類の記載内容について質問（面接）します。予めご了承ください。 

（ｂ）採否発表および採用者への振込みは７月下旬です（ただし、専門職大学院イノベーション・マネジ
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メント専攻のみ、採否発表および奨学金振込は２０１３年３月の予定です）。 

（ｃ）この奨学金は給付型で、返還の必要がありません。ただし、この奨学金の給付を受けた後、当該年

度中に休学・退学・除籍等となった場合には、全額または一部の返還の義務が生じます。 

（ｄ）法政大学大学院奨学金および法政大学100 周年記念大学院特別奨学金の採用者は、年度末に、指導

教員（指導教員が決定していない場合は専攻主任）に研究成果報告書を提出していただきます。詳

細は採用決定者に別途通知します。 
（ｅ）本奨学金に採用された方には、別途書類の提出をお願いする場合があります。次項、４．採用後の

書類提出について（お願い）をご覧ください。 

 

４．採用後の書類提出について（お願い） 

 法政大学大学院奨学金および法政大学100 周年記念大学院特別奨学金は「日本私立学校振興・共済事

業団」からの補助金を受けている事業です。本奨学金採用者には、「補助金申請のための書類」の提出を

依頼する場合がありますので、ご協力をお願いします。「補助金申請のための書類」とは以下の内容にな

る予定です。 

「補助金申請のための書類」 

家計支持者（補助金申請に当たっては、大学院生についても出願者の父母両方が家計支持者とされて

います）の２０１１年分の収入を確認できる書類（所得証明書、源泉徴収票、確定申告書控え、雇用

保険受給資格者証、年金振込通知書など） 

詳細については採用後に連絡しますが、別途書類提出の依頼があることを予めご承知おきください。 
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✐ 提出書類一覧および説明 
 

出願する奨学金に応じて以下の書類を用意し、必要事項を記入した「奨学金出願書類（大学院生用）」

封筒に入れて提出してください。この封筒が出願カードを兼ねています。出願日程・出願場所は、本

誌表紙に表示してあります。それぞれの書類については「２．提出書類全般の諸注意」および「３．

それぞれの書類に関する説明・諸注意」を熟読して、提出漏れの無いよう気をつけてください。 

 

１．提出書類一覧 

出願する奨学金 提出書類 

日本学生支援機構奨学金 

（以下、機構奨学金と略す） 

Ａ 奨学金振込口座届【提出書類A】 

Ｂ 本人および配偶者の最新の「所得証明書」または「非課税証 

明書」【提出書類B】 

Ｃ ２０１１年（１月～１２月）の収入実績申告書【提出書類C】 

Ｄ ２０１２年（１月～１２月）の収入見込み申告書【提出書類D】 

Ｅ 学業成績証明書（該当者のみ） 

Ｆ 記入済みの「スカラネット入力下書き用紙」とそのコピー 

Ｇ 確認書兼個人信用情報の取扱いに関する同意書 

Ｈ 指導教員推薦所見 

法政大学大学院奨学金・ 

法政大学100 周年記念大学院

特別奨学金 

（以下、大学独自奨学金と略す） 

Ａ 奨学金振込口座届【提出書類A】 

Ｂ 本人および配偶者の最新の「所得証明書」または「非課税証 

明書」【提出書類B】 

Ｃ ２０１１年（１月～１２月）の収入実績申告書【提出書類C】 

Ｄ ２０１２年（１月～１２月）の収入見込み申告書【提出書類D】 

Ｅ 学業成績証明書（該当者のみ） 

Ｉ 法政大学大学院・100 周年記念大学院特別奨学金申請書 

【提出書類 I】 

Ｊ 研究計画書・指導教員推薦書【提出書類Ｊ】 

 

２．提出書類全般の諸注意 

（ａ）事前に提出書類のチェックを十分に行ってください。書類が不備の場合は、再提出となります。 

指示された再提出締切日までに書類が提出されない場合は、出願自体が無効となります。 

（ｂ）提出書類は返却しませんので、あらかじめご了承ください。 

（ｃ）提出書類は、黒または青のボールペンで記入してください。 

（ｄ）記入にあたっては、必ず出願者本人が記入してください。代筆は認めません。 

（ｅ）書類に押印する印鑑は必ず朱肉用印鑑を使用してください（シャチハタなどのスタンプ印は使用 

   不可）。 

（ｆ）記入を間違えた場合は、二重線を引いてその上に訂正印（上記「ｅ.」で使用した印）を押印し、 

余白に記入し直してください。修正液・修正テープ等は絶対に使用しないでください。 

（ｇ）提出書類の記載内容について、出願時、または書類審査時に質問（面接）します。予めご了承く 

   ださい。 

（ｈ）書類提出日には、書類に使用した本人の印鑑を持参ください。 

（ｉ）不明な点は事前に各キャンパスの担当窓口（本誌裏表紙参照）にお問合せください。 
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３．それぞれの書類に関する説明・諸注意 

 

（機構奨学金・大学独自奨学金共通） 

Ａ 奨学金振込口座届【提出書類Ａ】 

奨学生として採用された場合の奨学金振込先になります。全員提出が必要です。 

【提出書類Ａ】に記入し、奨学金出願者（院生本人）名義の普通口座の通帳の銀行名・支店名・口座

番号・名義がわかるページのコピーを貼付してください。 

普通銀行（都銀、地銀、第二地銀）・信用金庫・労働金庫に限ります（ゆうちょ銀行、ネット銀行、外

資系銀行、信託銀行、ＪＡ等は不可）。口座は本人名義の普通預金口座（総合口座を含む）に限ります

（貯蓄預金口座、当座預金口座は不可）。銀行の統廃合に注意し、正しい情報を記入してください。 

 

（機構奨学金・大学独自奨学金共通） 

Ｂ 本人および配偶者の最新の「所得証明書」または「非課税証明書」【提出書類Ｂ】 

本人および配偶者の収入の有無、収入の種類（給与収入・営業収入等）などを確認します。【提出書類

B】に添付して全員提出（配偶者がいる場合は配偶者分も提出が必要です）。収入がない場合は「非課

税証明書」を提出することにより、収入がないことの証明になります。「所得証明書」「非課税証明書」

は市区町村役場で発行しています（コピー不可）。 

 

（機構奨学金・大学独自奨学金共通） 

Ｃ ２０１１年（２０１１年１月～１２月）の収入実績申告書【提出書類Ｃ】 

奨学生選考時の家計基準は、本人および配偶者（定職収入がある配偶者がいる場合のみ）の２０１１年

分（1月～12月）の収入金額が基準になります。【提出書類C】に記入し、以下のとおり必要書類を添え

て全員が提出してください（添付書類はコピー可）。 

（ａ）出願者本人が定職に就いている場合 

   ２０１１年分の「源泉徴収票」または「確定申告書控え」 

（ｂ）アルバイト収入があった場合 

   ２０１１年中のアルバイト収入を確認できる書類（例：「源泉徴収票」「年収証明書」「雇用契約書」 

「辞令」「給与明細書」など） 

（ｃ）父母からの給付を受けていた場合 

   【提出書類Ｃ】に記入するのみで、確認書類の提出は必要ありません。 

（ｄ）奨学金を受けていた場合 

   奨学金受給額が確認できる書類（例：「奨学金採用通知」など） 

（ｅ）年金や雇用保険を受けていた場合 

   受給額が確認できる書類（例：「年金額払込通知書（ハガキ）」「雇用保険受給資格証」など） 

（ｆ）配偶者が定職に就いていた場合 

   配偶者の２０１１年分の「源泉徴収票」または「確定申告書控え」 

 

（機構奨学金・大学独自奨学金共通） 

Ｄ ２０１２年（２０１２年１月～１２月）の収入見込み申告書【提出書類Ｄ】 

  前述のとおり、本人および配偶者（配偶者は定職収入がある場合のみ）の２０１１年分（1 月～12 月） 

の収入金額が出願基準になりますが、２０１１年と２０１２年の収入見込み額が大きく異なる場合に 

は２０１２年の収入金額を適用します。【提出書類D】に記入し、以下のとおり必要書類を添えて全員 

が提出してください（添付書類はコピー可）。 

（ａ）出願者本人が定職に就いている（いた）が、２０１１年の収入と２０１２年の見込収入が大幅に異な 

る場合（２０１１年以降に就職・転職・退職 等した場合） 
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２０１１年の収入と２０１２年の見込収入が大幅に異なることを証明する書類が必要です。以下①② 

を添付してください。 

①前勤務先の「退職証明書」または退職年月日の記載された「源泉徴収票」 

②現勤務先の最新月分の「給与明細書」 

（ｂ）アルバイト収入が見込まれる場合 

２０１１年のアルバイト収入と大きく差があると見込まれる場合は、２０１２年アルバイト収入状況

を示す根拠となる計算式（例：時給1,000円×３時間×週2日×月４週×12か月、など）を記入する

か、「雇用契約書」「辞令」「給与明細書」など、収入額がわかる書類を添えてください。 

（ｃ）父母からの給付を受ける場合 

   【提出書類Ｄ】に記入するのみで結構です。確認書類の提出は必要ありません。 

（ｄ）奨学金を受ける場合 

   奨学金受給額が確認できる書類（例：「奨学金採用通知」など）。 

ただし、現在申請中のものや、２０１２年３月までに終了のものは除きます。 

（ｅ）年金や雇用保険を受ける場合 

   受給額が確認できる書類（例：「年金額払込通知書（ハガキ）」「雇用保険受給資格証」など） 

（ｆ）配偶者が定職に就いている（いた）が、２０１１年の収入と２０１２年の見込収入が大幅に異なる場 

合（２０１１年以降に就職・転職・退職等した場合） 

２０１１年の収入と２０１２年の見込収入が大幅に異なることを証明する書類が必要です。以下①② 

を添付してください。 

①前勤務先の「退職証明書」または退職年月日の記載された「源泉徴収票」 

②現勤務先の最新月分の「給与明細書」 

 

（機構奨学金・大学独自奨学金共通） 

Ｅ 学業成績証明書 

学業成績証明書は新入生のみ提出してください（ただし、法政大学を 1998 年以降に卒業した方は提

出不要）。２年生以上の方および法政大学を 1998 年以降に卒業した１年生は、大学内で入手します

ので提出は不要です（封筒の旧学籍番号欄に必ず記入しておいてください）。 

選考においては、2 年生以上は前年度の成績、修士課程および専門職課程1 年生は大学（学部）分の

成績、博士後期課程1 年生は修士課程分の成績を使用します。正課の成績証明書のみが有効です（研

究生の成績証明は提出不要）。 

 

 

（機構奨学金のみ） 

Ｆ 記入済みの「スカラネット入力下書き用紙」とそのコピー 

法政大学独自奨学金のみに申請する場合は提出不要です。 

第一種奨学金・第二種奨学金の入力用紙は同一です。本紙１２ページの「日本学生支援機構奨学金『ス

カラネット入力下書き用紙』記入上の注意」および別添の冊子「奨学金を希望する皆さんへ」を参照

のうえ、全てを記入した後コピーを１部取り両方とも提出してください。記入事項確認後、原本を返

却します。 

※ 人的保証の場合、連帯保証人欄及び保証人欄には必ず本人の了承を得てから記入してください。

了承が得られない場合は機関保証を選択してください。 

※ 所得情報欄は、【提出書類C】および【提出書類D】に記載した額を記入してください。 
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（機構奨学金のみ） 

Ｇ 確認書兼個人信用情報の取扱いに関する同意書 

法政大学独自奨学金のみに申請する場合は提出不要です。 

この書類は第一種と第二種で用紙が異なります。申込む奨学金用の用紙に記入してください。「第一種不

採用の場合第二種」で出願する場合は、両方の「確認書兼個人信用情報の取扱いに関する同意書」を提

出してください。 

 

（機構奨学金のみ） 

Ｈ 指導教員推薦所見 

法政大学独自奨学金のみに申請する場合は提出不要です。 

第一種・第二種共通の用紙です。必ず指導教員に記入してもらってください。指導教員が未定の場合は、

履修する授業の担当教員等に依頼してください。 

※ 出願者本人が定職または週21時間以上のアルバイトに従事する場合は、その仕事が研究に支障が

ないと認められる旨を明記してもらってください。 

※ 「第一種不採用の場合第二種」で出願し第二種採用後、第一種追加推薦になった場合は、再度「指

導教員推薦所見」を提出していただく必要があります。予めご承知おきください。 

 

（大学独自奨学金のみ） 

Ｉ 法政大学大学院・100周年記念大学院特別奨学金申請書【提出書類Ｉ】 

日本学生支援機構奨学金のみに申請する場合は提出不要です。 

※ 「Ⅱ．収入状況」欄は、【提出書類C】および【提出書類D】に記載した額を記入してください。 

 

（大学独自奨学金のみ） 

Ｊ 研究計画書・指導教員推薦書【提出書類Ｊ】 

日本学生支援機構奨学金のみに申請する場合は提出不要です。 

学籍欄および研究計画欄に記入した後、指導教員に研究計画書を確認していただいた上で、署名・捺印

してもらってください。指導教員が未定の場合は、所属する研究科専攻主任に依頼してください。 
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４．日本学生支援機構奨学金「スカラネット入力下書き用紙」記入上の注意 

 

日本学生支援機構奨学金出願者は、以下の注意点および別添の冊子「奨学金を希望する皆さんへ」を参照

して「スカラネット入力下書き用紙」に記入してください。記入後はコピーをとり、記入済み用紙とコピ

ーの両方を提出してください。 

【C-保証制度】 

連帯保証人（父または母等）および保証人（原則として父母を除く４親等以内の親族で６５歳未満の方）

を選定できる方は「(1)連帯保証人・保証人を選任します。」を選択してください。連帯保証人・保証人

については次項【Ｄ-あなたの返還誓約書情報】の注意をよく読んでください。 

連帯保証人・保証人を選定できない方は「(2)機関保証に加入します。」を選択してください。機関保証

制度を選択すると、保証料が月々の奨学金から毎月天引きされます。採用後に、機関保証から人的保証

に変更することはできません。保証制度は慎重に選択してください。 

【Ｄ-あなたの返還誓約書情報】 

採用決定時に交付される「返還誓約書」には、ここに記入（入力）した内容がそのまま出力されます。

「返還誓約書」に出力された後の内容修正は非常に煩雑なので、必ず連帯保証人および保証人に、氏名・

生年月日・住所等を確認した上で記入（入力）してください。「返還誓約書」提出時には、連帯保証人

および保証人の署名・実印による押印と連帯保証人の印鑑証明書・収入に関する証明書、保証人の印鑑

証明書などの提出も必要です。必ず、この件について、予め連帯保証人および保証人の了承を得ておい

てください。採用後の保証変更（人的保証から機関保証への変更）は、スカラネット入力から返還誓約

書提出までの間にやむを得ない事情が発生した場合に限って認められます（やむを得ない事情とは、連

帯保証人または保証人が死亡、行方不明、病気等により意識不明になった場合のみです）。署名・捺印・

提出書類が揃わない場合は採用が取り消されますのでくれぐれも注意してください。 

【Ｅ-奨学金申込情報】 

本学では「併用貸与」を認めていません。（4）～（7）は選択しないでください。特別な事情があって

希望する場合は各キャンパスの奨学金担当窓口へ申し出てください。 

【Ｆ-あなたの在学情報】 

「(５)研究科の専攻のコード」は、本学では使用していませんので空欄にしてください。 

「(６)年次」で、法科大学院の既修者で2 年生に入学した方は「1 年」と記入してください。 

「(７)昼夜課程」は、自分が所属している専攻の昼夜別課程を選択してください。 

「(１０)修業年限」について、自身の所属課程に応じて記入してください。長期履修生は入学時に選択し

た修業年限を記入してください。 

【Ｇ-奨学金貸与情報】 

「３．入学時特別増額貸与奨学金の希望」は新入生のみ選択できます。「はい」を選択すると、日本政

策金融公庫の「国の教育ローンを利用できなかったことについて（申告）」等の書類が必要になる場合

があります。また入学時特別増額貸与奨学金は通常の第二種奨学金より高い利率が適用されます（本

紙３ページ参照）。真に必要かどうかよく考えて選択してください。 

【Ｉ-あなたの所得情報】 

収入金額については、前年は【提出書類Ｃ】を、本年見込は【提出書類Ｄ】を、それぞれ確認しなが 

ら、同じ内容を記入してください。 

【Ｊ-あなたの研究情報】 

  「３．これまでの研究内容」については、修士課程 1 年生および専門職課程 1 年生は記入不要です。

また、法科大学院の既修者で2 年生に入学した方も記入不要です。博士課程１年生は記入してください。 

【Ｋ-家庭事情情報】 

  全員必ず記入してください。住宅ローン負担は奨学金希望理由として認められません。 

【口-緊急・応急採用情報】 

  4 月の定期採用への出願者は記入不要です。 
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✐ 家計急変の場合の奨学金および「国の教育ローン」 
 

 家計を支えている者が、失職・破産・会社の倒産・病気・死亡等または火災・風水害による被災等

により、収入が激減した、または激減することが予測される場合などに、以下の奨学金や融資制度が

利用できます。 

 

１．日本学生支援機構 緊急採用・応急採用奨学金 

  対象は、家計急変の事由が発生してから１２ヶ月以内の方（外国人留学生を除く）です。 

緊急採用奨学金（無利子）の内容は、日本学生支援機構奨学金の「第一種奨学金」と同一です。

貸与期間は、家計急変の理由が発生した月以降で申込者が希望する月から２０１３年３月までとな

ります（ただし、継続願を提出することにより翌年度以降も貸与を継続することができます）。 

応急採用奨学金（有利子）の内容は、日本学生支援機構奨学金の「第二種奨学金」と同一です。

貸与期間は、家計急変の理由が発生した月以降で申込者が希望する月からとし、貸与期間は課程修

了時まで可能です。 

 

２．国の教育ローン 

日本政策金融公庫が取り扱う融資制度です（年利 2.55％ 2012 年 2 月 10 日現在）。日本政策

金融公庫への申し込みは随時可能ですが、契約は家計支持者と公庫との間で行われます。詳細につ

いては、以下の教育ローン専用ダイヤルに直接お問い合わせください。 

 

 

 

日本政策金融公庫 教育ローンコールセンター ナビダイヤル 0570-008656 

                      または TEL  03-5321-8656 

ホームページ http://www.jfc.go.jp/k/                    
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✐ 大学独自の奨学金（２０１２年度募集予定） 

奨学金の名称 金額（年額） 
採用 

期間 

採 用 

予定数 

採用 

学年 

応募時期 

（応募先） 
応募・採用条件 

※ 

法 政 大 学 

大 学 院 奨 学 金 

一律２０万円 １ヵ年 １２２名 全学年 

４月 

（厚生課） 

（多摩・小金井

学生生活課） 

学業成績・人物ともに優

れている者のうちから修

学上経済的援助が必要と

認められる者 

※ 

法 政 大 学 

1 0 0 周 年 記 念 

大学院特別奨学金 

文系３０万円 

 

理工系４５万円 

１ヵ年  ３７名 全学年 

４月 

（厚生課） 

（多摩・小金井

学生生活課） 

学業成績・人物ともに極

めて優れている者のうち

から修学上経済的援助が

必要と認められる者 

法務研究科奨学金 

(入学時特別奨学金) 

１０８万円 

 

５４万円 

１ヵ年 若干名 新入生 
法科大学院

で選抜する 

法務研究科に在籍し、入

学時において特に優れた

成績の者 

法務研究科奨学金 

(成績優秀者奨学金) 

１０８万円 

 

５０万円 

１ヵ年 若干名 在学生 
法科大学院

で選抜する 

法務研究科に在学し、優

れた成績の者 

専 門 職 大 学 院 

奨 学 金 

 

３０万円 

（ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ・ 

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻） 

１ヵ年 若干名 全学年 

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ・ﾏﾈ

ｼﾞﾒﾝﾄ専攻で

選抜する 

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専

攻に在籍し成績が特

に優れた者 

金  洛洙  奨学金 ３６万円 １ヵ年 １０名 全学年 
５月下旬 

（大学院課） 

政治学研究科在学者で韓

国籍又は朝鮮籍の者５

名、および日本国籍の者

５名（計１０名） 

法 政 大 学 

政策創造研究科 

奨  学  金 

各年度の奨学金

原資により 

異なる 

１ヵ年 

各年度の

奨学金原

資により 

異なる 

全学年 

１月下旬 

（政策創造

研究科） 

当該年度内に法政大学大

学院奨学金、法政大学１

００周年記念奨学金の受

給を受けていない者 

法政大学大学院 

静岡ｻﾃﾗｲﾄｷｬﾝﾊﾟｽ 

特別奨学金 

３０万円 1 ヵ年 
対象者 

全員 
全学年 

年 2 回（前期

と後期）申請が

必要で、各回

15 万円、年間

総額 30 万円

を支給する。 

静岡ｻﾃﾗｲﾄｷｬﾝﾊﾟｽで受講

する政策創造研究科、

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専

攻の学生で、科目単位数

が修了時までに 14 単位

以上取得見込みの者。 

過去に2回の本奨学金の

給付を受けた者を除く。 

 

（注）上記掲載の大学独自の奨学金は、全て返還義務のない給付奨学金です。 

（注）※の法政大学大学院奨学金と法政大学１００周年記念大学院特別奨学金は同時出願で、法政大学 

１００周年記念大学院特別奨学金を第一志望として先に選考します。詳細は本誌６ページからの 

説明で確認してください。 

（注）金洛洙奨学金は、本学大学院修了生の金洛洙氏からの寄付金をもとに行っている給付奨学金です。 
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✐ 民間奨学財団・地方公共団体奨学金 
 

 民間奨学財団が設置している奨学金は、本学に推薦依頼があり次第、奨学金掲示板で募集を行います。 

大学からの推薦人数制限があるために学内選考するもの、推薦人数に制限がなく学内選考をしないもの、大学

を通さず希望者が直接応募するものなど、奨学金によって異なります。詳細は、市ヶ谷キャンパスは大学院事

務部大学院課・専門職大学院課または学生センター厚生課、多摩キャンパスは学生センター多摩学生生活課、

小金井キャンパスは学生センター小金井学生生活課へ直接お問い合わせください。外国人留学生については国

際交流センターで取り扱っている奨学金もあります。 

また、地方自治体の教育委員会・法人組織が募集する奨学金の中には、本学を通さずに募集するものもあり

ますので、各自で出身地などの地方公共団体に直接問い合わせてください。 

 

主な民間奨学財団・地方公共団体奨学金 （2011年度実績に基づき作成）【抜粋】 

奨学団体の名称 設 立 経 緯 ・ 出 願 資 格 等 給付額・貸与額 
2011年度 

採用状況 

日 本 証 券 

奨 学 財 団 

（社）日本証券業協会の発足に伴い各社の基金拠出により設立された。 

修士・博士後期 1 年生対象 

（月額給付） 

修士 40,000円 

博士 45,000円 

＊自宅外通学者

はそれぞれプラ

ス 10,000 円 

学内選考あり 

0 名 

朝 鮮 奨 学 会 
日本で勉学している同胞学生を支援するための奨学育英機関。大学院

の正規課程に在籍している韓国人・朝鮮人学生。 

（月額給付） 

修士 40,000円 

博士 70,000円 

学内選考あり 

0 名 

中 村 積 善 会    故中村静尾氏の遺志により設立された 
（月額給付） 

40,000円 

学内選考あり 

1 名 

電 通 育 英 会 
（株）電通第四代社長、故吉田秀雄氏の「事業の終局の目標は人材の

育成である」という信条を実現するために設立された。 

（月額給付） 

80,000円 

学内選考あり 

1 名 

松 尾 金 蔵 記 念 

奨 学 基 金 

文学、哲学、言語学、人文地理学、教育学、心理学、社会学、史学を

学ぶ、修士課程及び博士課程１年生 

（年額給付） 

1,000,000円 

学内選考あり 

0 名 

守 谷 育 英 会 （株）守谷商会により設立された。 
（月額給付）

100,000 円 

学内選考あり 

0 名 

同 盟 育 成 会 

古 野 奨 学 金 

ジャーナリズムあるいはマスメディアに関する研究に従事している大

学院生 

（月額給付） 

50,000円 

学内選考あり 

0 名 

平 和 中 島 財 団 
日本の大学に在籍する私費留学生で、学業・人物ともに優れているも

の 

（月額給付） 

120,000 円 

学内選考あり 

1 名 

廣 瀬 育 英 会 
廣瀬無線電機（株）の創業者・廣瀬太吉氏の意志により設立された。 

富山県下の高等学校出身の院生（新入生）対象 

（月額貸与） 

40,000円 

学内選考なし 

応募者なし 

上 越 市 

教 育 委 員 会 

謙信公アカデミーの理念のもと、明日の上越を担う人材育成を目的と

する。上越市、糸魚川市、妙高市の出身者対象 

（貸与月額） 

100,000 円 
個人申請 

あしなが育英会 

保護者等が病気もしくは災害などで死亡したり、それらが原因で著し

い後遺障害で働くことが出来なくなった大学院 1 年生で、本会の大学

奨学生だった者 

（月額貸与） 

80,000円 

 

あしなが育英

会での書類審

査と面接試験 

 

交通遺児育英会 
保護者等が道路における交通事故で死亡したり、著しい後遺障害のた

めに働けなくなった家庭の学生 

（月額貸与） 

50,000円 

80,000円 

100,000 円 

から選択 

交通育英会で

の書類審査 
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✐ 窓口・掲示板案内 

 

 

EGG　DOME
１階：バス停　２階：多摩学生生活課（奨学金関係窓口）、奨学金関係掲示板

テラス

トイレ
入口

階段

厨房
↑

バス停

テラス

横断歩道

スポーツ健康学部棟　←

↙ ↓
社会学部棟・現代福祉学部棟 図書館・総合棟

☇　経済学部棟

奨
学
金
関
係
掲
示
板

入口

EV
奨学金関係掲示板

ゆうちょ

受付
守衛室

ATM
ラウンジ 三菱東京UFJ

ATM

国際交流
センター
多摩分室

学生センター

多摩学生生活課
（奨学金窓口） EV

入口

木

市ヶ谷キャンパス 

多摩キャンパス 

小金井キャンパス 

学生センター厚生課 

外濠校舎 1階 

03-3264-9486 

学生センター多摩学生生活課 

EGG DOME ２階 

042-783-215１ 

学生センター小金井学生生活課 

管理棟 2階 

042-387-60１１ 



 

 

 

各キャンパスの担当窓口 

 

キャンパス 担 当 部 局 名 連  絡  先 取 扱 時 間 

（市ヶ谷） 

人文科学研究科 

国際文化研究科 

社会科学研究科 

経済学研究科 

法学研究科 

政治学研究科 

社会学研究科 

経営学研究科 

政策科学研究科 

環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

研究科 

政策創造研究科 

公共政策研究科 

法務研究科 

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ・ 

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究科 

ﾃﾞｻﾞｲﾝ工学 

研究科 

学生センター厚生課 

〒102-8160 

千代田区富士見 

   2-17-1 

電話 

03-3264-9488 
 

月曜日～金曜日 

９：００～１９：００ 
 

土曜日   

９：００～１２：００ 

（多 摩） 

人間社会研究科 

学生センター 

  多摩学生生活課 

〒194-0298 

 町田市相原町 

      4342 

電話 

042-783-2151 

月曜日～金曜日 

９：００～１７：００ 

〈休憩時間 11：30～12：30〉 

 

土曜日 

９：００～１２：００ 

（小金井） 

工学研究科 

情報科学研究科 

学生センター 

小金井学生生活課 

〒184-8584 

 小金井市梶野町 

     3-7-2 

電話 

042-387-6011 

月曜日～金曜日 

９：００～１７：００ 

〈休憩時間 11：30～12：30〉 

 

土曜日 

９：００～１２：００ 
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